
 

【面接カード作成に当たっての留意事項】 

 

                              

 

ｓ 

口述試験を実施する上で試験員に伝えたいこと（例:難聴のため小さな声が

聞き取りにくい。足のケガのため膝を曲げられない 等）があれば記入する。

該当なしの場合は空欄とせず、「なし」と記入する。 

最終学歴及びその１つ前を記入する。（最終学歴が中学校の場合は、「その前」

は不要。） 

年は西暦で記載する。 

「卒業・修了」・・・既に卒業・修了している場合。 

「卒業見込」・・・現在は在学中で、2026年３月末までに卒業・修了する見込

みの場合。 

「中退」・・・既に中退している場合又は 2026 年４月１日までに中退予定の

場合。 

「在学」・・・2026 年４月１日時点で在学予定の場合。学年は 2025 年４月   

現在の学年を記入する。 

 

中学校については、「学部・学科・課程名」欄は空欄とする。 

中学校卒業後から現在まで経歴について、学生の期間を除いて記入する。 

年は西暦で記載する。 

◎ 就労状況の変化ごとに、新しい時期から順に遡って記入する。 

◎ その時期にアピールしたい経験や実績があれば「得たもの・学んだこと」

欄に記入する。 

◎ その他具体的な記入方法については、次頁 「経歴欄の記入について」を

参照すること。 

◎ 欄が足りない場合は、２枚目を使用すること（その場合は、左上にホチキ

ス止めをする。）。 

記入漏れに注意 

住所は省略せずに記入する。 

日中連絡の取れる電話番号も 

必ず記入すること（携帯可）。 

◎ 志望動機、過去の経験で培った自身の能力や強みを今後ど

のように生かしていきたいか、公務員として勤務するに当

たっての心構え等、自由に自己ＰＲを記入すること。 

◎ 学校名を容易に連想させるような記述は避けること。 

（例 早慶戦 東京６大学野球） 

・パソコン入力の場合、文字の大きさは原則、変

更しないでください。 

（セルに収まりきらない場合を除く） 

・□については、該当にチェック(☑)を入れる。 



　　経歴欄及び学歴欄は、受験者の皆さんの経歴を大まかに把握し、面接をスムーズに進行するため
　　の参考資料です。
　　記入内容により評価することはありませんので、正直に記入してください。

《記入方法》
　　・就労状況が変化したタイミングを切れ目とし、その勤務の「期間」「雇用形態」「職務内容」を記入してください。

　　・中学校卒業後から現在までの経歴のうち、学生の期間を除いたものを、現在の状況が最上段にくるように、新しい

　　　時期から順に遡って記入してください。

　　・「雇用形態」欄には、「正社員」「契約社員」「派遣社員」「アルバイト」「パート」等を記入してください。

　　・その勤務期間中にアピールしたい経験や実績等がある場合は、「得たもの・学んだこと」欄に記入してください。

　　・おおむね６ヶ月以上継続した無職の期間については、「雇用形態」欄に「無職」と記入してください。

　　　なお、「無職」とは、学生でなく、就労もしていない場合を指します。

　　・「無職」とした期間であっても、アピールしたい経験や実績等がある場合は、「職務等内容」欄及び「得たもの・

学んだこと」欄へ内容を記入してください。

　　・一時的な（おおむね６ヶ月未満）無職の期間については、記入する必要はありません。前後の経歴の期間に算入し

て構いませんので、学生の期間以外の空白期間が生じないように記入してください。

《記入例》

※欄が足りない場合は、２枚目を使用する。
　（その場合は、左上にホチキス止めをする。）

経歴欄の記入について

その状況について必ず記入する。 アピールした
い事項があれ
ば記入する。

現在の状況に
ついては必ず
記入する。
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